
16:00-17:00

15:50-16:00

15:40-15:50

15:25-15:40

15:05-15:25

14:40-15:05

14:30-14:40

14:10-14:30

13:40-14:10

13:10-13:40
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｜日時｜平成 28 年 1月 15 日（金）13:00－17:00 ｜会場｜ベルサール八重洲 2F roomA（東京駅徒歩 3分）

ご挨拶

これまでの微生物活用事例の紹介とお知らせ

個 別 相 談 会　（参加ご希望の方は、事前にお申し込みください。）

能登　靖

今こそ微生物！　微生物を活用するための実践的技術

川﨑浩子

黄地祥子

木村明音

山副敦司

休　　憩

休　　憩

細山　哲

山口　薫

内野佳仁

ＮＢＲＣワークショップ

【講演６】 病原微生物情報の一元化

【講演５】 ゲノムからイノベーション

【講演４】 環境微生物の見える化

【講演３】 次世代シーケンサーを使いこなす

【講演２】 糸状菌を観る

【講演１】 微生物を生かすも殺すも培養しだい

世界最大級の微生物保存機関が紹介する微生物の取り扱い技術（培養・保存からゲノム解析まで）

－学名から病原性細菌の検索が可能に－

－微生物の機能を遺伝子から探索する－

－明日からはじめる 16S rRNA メタゲノム解析－

－微生物ゲノム配列の決定法－

－分離、培養、保存、観察－

－難培養性細菌（嫌気性細菌や独立栄養細菌等）の取り扱い－

微生物を取り扱う際には、利用する微生物の危険度（リスク）に応じた適切な管理を行う必要があります。そこで、
我々は既知の病原性細菌に関わる法規制等の情報を集約した「病原微生物リスト」を作製しました。講演では、「病
原微生物リスト」を使用し、学名から細菌の法規制や病原性情報について検索する方法を紹介します。

ゲノム情報から微生物の有用機能を推定するには、バイオインフォマティックスに関する専門知識が必要です。本
講義では、微生物のゲノム情報付加（アノテーション）についての基礎的な解説に加え、弊所で開発した専門知識
がなくても手軽に微生物の機能推定が可能なデータベース「MiFuP｣について紹介します。

腸内フローラ、土壌、海洋などに存在する微生物を網羅的にモニタリングする手法として、次世代シーケンサーを
用いた 16S rRNA メタゲノム解析が注目を集めています。本講演では、DNA 抽出方法から菌種組成データの取得ま
で、16S rRNA メタゲノム解析に必要な一連の作業におけるポイントを解説します。

微生物研究において、まずはゲノム解析を行うという時代になってきました。NBRC ではノーベル生理学・医学賞を
受賞した北里大学の大村智教授との共同事業をはじめ、様々な研究機関と共同で微生物ゲノムを解析した実績があり
ます。そこで、これまでのノウハウをもとに、本講演では次世代シーケンサーを用いた微生物のゲノム塩基配列を決
定するための一連の作業：DNA切断等の前処理からシーケンス・アッセンブルまでの工程について解説します。

糸状菌の取扱いには、実験書に載っていないいくつかのコツがあります。そこで、培地作製から分離、培養、
保存、観察、胞子形成等の方法について、これまでの演者の経験にもとづいたノウハウを解説します。

NBRC ユーザーの皆様から嫌気性細菌や独立栄養細菌等の取り扱い方法について、多くのお問い合わせを頂いてお
ります。そこで、上記のような難培養性微生物を取り扱う上で必要な技術（培地調製、培養、保存方法等）につい
て基礎から解説します。

＊当日のプログラムは予告なく変更となる場合もございます。ご了承ください。

プログラム　＜講演タイトル一覧＞

＜お問合わせ先＞
独立行政法人 製品評価技術基盤機構 (NITE) バイオテクノロジーセンター (NBRC)
産業連携推進課　NBRC ワークショップ担当係
Tel： 0438-20-5764　　E-mail： bio-sangyo-inquiry@nite.go.jp （＊ﾌﾘｰﾒｰﾙは受信できません）
Web ページ：http://www.nite.go.jp/nbrc/industry/other/workshop.html
＊ワークショップに関するお問い合わせは、原則 E-mail のみで承ります。

今こそ微生物！　微生物を活用するための実践的技術



貴社名

部署名

所在地

ふりがな

参加者名

役職名

Tel (                 )
E-mail

個別相談会（事前予約制）

□ 培養　□ 保存　□ ゲノム解析　□ メタゲノム解析　□ その他

ご相談内容

・希望する    　・ 希望しない

（担当者よりご相談内容についてお問い合わせする場合がございます。）
〒

＊ご記入頂いた個人情報は、当センター内で厳重に取り扱うと
     ともに第三者に公開することはありません。

  NBRC ワークショップ  参加申込書　( 記入日　平成　　年　　月　　日）　 FAX 送付先：0438-20-5582

（複数選択可能）

無料ワークショップのご紹介

世界最大級の微生物保存機関が紹介する微生物の取り扱い技術（培養・保存からゲノム解析まで）世界最大級の微生物保存機関が紹介する微生物の取り扱い技術（培養・保存からゲノム解析まで）

開 催 概 要

お問合せ先

受講対象

定　員

会　場

日　時

申込期間

申込方法                       参加申込書に必要事項をご記入の上、次のいずれかの方
法でお申し込みください。また、参加申込書は本用紙以外にも以下
のURL からダウンロードすることも可能です。
         http://www.nite.go.jp/nbrc/industry/other/workshop.html

ワークショップに関するお問い合わせは、原則 E-mail でのみ承ります。
ご不便をおかけしますが、ご理解をお願いいたします。
NBRC　産業連携推進課　NBRC ワークショップ担当係
Tel ： 0438-20-5764        E-mail ： bio-sangyo-inquiry@nite.go.jp

　　　　　企業・団体や公的機関、大学にご所属されていて、微生
物の取り扱い業務に従事している方、または従事される予定の方

１．E-mail でのお申し込み
　　参加申込書を添付の上、bio-sangyo-inquiry@nite.go.jp 宛に
        ご送信ください。（※フリーメールは受信できません）
２．FAX でのお申し込み
　　参加申込書を FAX 送付先（0438-20-5582）までご送信ください。

お申し込み後、1週間以内を目処にE-mail にて回答いたします。万が一、
E-mail による連絡がない場合には、お手数ですが、以下のお問合せ先ま
でご連絡をお願いいたします。

　　　　　平成 27 年 11 月 18 日（水） 10 時から
　　　　　平成 28 年 1月 8日（金） 17 時まで
                     （先着順、定員となり次第締め切らせていただきます。）

　この度、独立行政法人製品評価技術基盤機構バイオテクノロジーセンター（NBRC）では、微生物の取

り扱いに必要な技術についてワークショップを開催いたします。微生物は、医薬品、食品、化学等の様々

な産業において活用が期待される一方で、病原菌や汚染菌としても問題になっています。従って、微生

物を上手に活用するためには、微生物の取り扱い技術が重要となります。

　本ワークショップでは、微生物取り扱いに必要な一連の技術（培養からゲノム解析まで）について、

当センター職員が基礎から解説します。また、技術支援や共同事業に関する個別相談会も開催いたしま

す。　皆様のご参加を心よりお待ちしております。

ベルサール八重洲 2F roomA

平成 28 年 1月 15 日（金）
13:00 ～ 17:00　※受付は 12:30 ～
70 名程度

東京都中央区八重洲１－３－７
八重洲ファーストフィナンシャルビル 2F

◆東西線・銀座線・浅草線「日本橋駅」A7出口 直結
◆JR 線・丸ノ内線「東京駅」八重洲北口 徒歩 3分

参加費 無料

ベルサール八重洲

微生物を活用するための実践的技術微生物を活用するための実践的技術


